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会 議 結 果 報 告 書 

令和６年９月４日 

会 議 の 名 称 令和 6年度第 1回志木市男女共同参画審議会 

開 催 日 時 令和 6年 8月 21日（水） 午前 10時 00分～午前 11時 00分 

開 催 場 所 志木市役所 大会議室３－３ 

出 席 委 員 

 

 

金沢香織委員、山﨑八十士委員、阿部剛委員、塩沢夕起子委員、 

大貫結子委員、中西喜代子委員、宮崎廣志委員 

 

 

（計 7人） 

欠 席 委 員 

 

 

髙野勉委員、内山雅子委員、福田弘昌委員 

 

 

（計 3人） 

説明員職指名 

 

 

人権推進室 山本室長、矢野主任、荒巻主任 

 

 

（計 3人） 

議 題 

 

 

（１）市民意識調査について 

（２）その他 

 

 

事 務 局 職 員 

 

人権推進室 山本室長、矢野主任、荒巻主任 
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審議内容の記録（審議経過、結論等） 

１ 開会 

 

２ あいさつ 

 

３ 議題 

（1）市民意識調査について 

（委員） 

3ページ、男女平等観について、第 6次計画では“感”になっているが、どちらを使用

するか。 

10ページ、問 28は、問 27の選択肢 1と 2を選んだ方に伺う旨、明記してはいかがか。 

15ページ、“アからタ”ではなく、“アからネ”ではないか。 

 

（説明員） 

男女平等観について他の例を見ながら確認させていただく。 

問 28については、問 27の 1か 2を選択した方に伺う旨、記述する。 

15ページの問 38は、アからネと修正する。 

 

（委員） 

4ページ、問 11について。問 11－1は、自分のこととして回答することになっている

ので、問 11も、自身や家族のことでそういう状態になった場合という導きを入れた方が

よいのでは。 

7ページ、問 19についても、誰の目線で答えればよいのか難しい。自分のこととして

なのか、一般的なこととしてなのか。 

5ページ、問 13について、男性の生き方、女性の生き方を聞く設問だが、問 13－1と

問 13－2で同じ回答であれば、選択肢 1ということになる。 

 

（説明員） 

問 11、問 19について、“自分の家族が”というフレーズを入れるか検討する。 

 

（委員） 

18歳以上の方を対象としたアンケートであることをふまえる。自分のこととして捉え

て、検討した。 

 

（説明員） 

前回の調査と比較する設問でもあるので、修正するか否かを含めて検討する。 

 

（説明員） 

問 13については、今回、選択肢 1を追加している。 
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審議内容の記録（審議経過、結論等） 

問 13－1 と問 13－2 で、同じ選択肢を選んだ場合は、共に選択肢 1 を選んだこととして

集計することも考えられる。 

 

（委員） 

9ページ、問 23－1の選択肢に、“非常勤やパートなので、その立場にない”があった

ほうがよいのでは。 

10ページ、問 27の上の見出しの「、」を見落として読まれる懸念がある。 

7ページ、問 18など、男性、女性の順にお聞きする設問が多く、逆にするなどバラン

スを取ってはいかがか。 

12ページ、問 32－1の選択肢に、“上司”や“職場の管理者”など職場の相談窓口の

前の段階の項目があったほうがよいのでは。 

14 ページ、問 37 の人権の相談窓口、15 ページは、最新の情報が追加されていてよい

と思う。 

 

（説明員） 

問 23－1に、選択肢を追加する。 

10ページの「、」は「／」とする。 

12ページ問 32－1に、“上司・同僚”を追加する。 

男女の順については、確認させていただく。 

 

（委員） 

男女共同参画とは何かということについては、1 ページのお願いの文章の 2 行目の終

わりから、「男性も女性も性別にとらわれることがなく、能力と個性を生かして共にいき

いきと暮らせる」社会のことと説明されている。市民意識調査についても説明があった

ほうが回答しやすいのではないか。 

 

（説明員） 

調査結果が、どのように生かされるかを入れる方向で検討する。 

 

（委員） 

14ページ、問 37は、アからクではなく、アからチに修正されたい。 

 

（説明員） 

修正する。 

 

（2）その他 

 〔なし〕 
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審議内容の記録（審議経過、結論等） 

４ 閉会 

 

 


